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要	 	 旨	
陳雅然氏の学位請求論文「花婆の世界——チワン族における花婆信仰習俗について」は
チワン族の民間社会における花婆信仰を巡る様々な民間の活動についての研究である。	
花婆神はチワン族の民間信仰における生育神である。チワン族社会に、花婆は常に祖
先と土地神と共に家中の神棚に祀られ、旧暦の毎月１日と 15 日に香を供えて祭祀する。
またチワン族の民衆は出世時、成人式、結婚式などの重要な節目に、花婆に関する儀式
を行う。	
本論は計四章で構成されており、各章の内容は以下の通りである。	
序章においては、先行研究の整理と本論文の方法の独自性について述べる。先行研究
においては、多くの蓄積があるものの、資料の不足、分析の欠陥などの様々な問題が存
在する。筆者は、既存の研究にフィールドワークの手法、新たな分析方法を加えて、新
しい視野を示す。	
第一章は「花婆信仰発生の背景について」である。花婆信仰の発生する自然的な環境と
習俗の背景について紹介する。	
第二章は「花婆信仰の検討」である。歴史的な資料、伝説や物語の資料、儀式における
効能の三つの方面から花婆の性格を紹介する。また各地方に伝わる伝説を整理し、花婆と
ムロッカ、張達環、三霄女神、劉三姐、伏依妹子、鬼子母神などの女神と花婆の関係につ
いて論述する。民間信仰において、花婆が様々な神々と関わりを持つことや、他の女神信
仰の相互影響について検討する。	
第三章は「チワン族における花婆信仰習俗」である。第一節「花婆信仰の行われる地域
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について」では、チワン族民衆が花婆信仰の祭祀を行う場所や目的について紹介する。第
二節は「一般民衆の日常的な信仰の活動」であり、各地の民衆の日常生活での花婆をめぐ
る民間信仰の活動について紹介する。第三節は「花婆信仰の宗教職能者の行事について」
で、各地の師公、麽公、道公、巫婆などの宗教職能者が行う花婆信仰に関する儀式につい
て紹介する。第四節「花婆生誕、および花婆の廟会」では、チワン族各地での花婆信仰の
名のもとに行われた宗教活動や宣伝、祭祀、娯楽などの活動を紹介する。	
第四章は「花婆信仰習俗文化の特色と伝統について」である。花婆信仰が持つ民間信仰
の文化の特徴をまとめ、花婆信仰の社会的価値や機能と花婆信仰の現状、及び伝承のゆく
えについても分析する。	
付録部分には筆者の「フィールドワーク調査雑記」を収録する、筆者のフィールドワー
クでの見聞を記録し、採録した巫辞と麽経を整理し、撮影した写真を掲載する。	
	
